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②学校と地域
の課題

教職員の時間
外勤務の是正

子どもたちが社会を生き抜く
力を育てるためには、学校と
地域が連携し、一丸となる必
要がある。しかし、「地域と
学校をつなぐ人材」「地域資
源を掘り起こす人材」が不足
している状況にある。

事業理解が深まること
で、連携力の向上へつ
ながると考え、「コ
ミュニティ・スクール
と地域学校協働活動の
一体的推進」「児童生
徒との関わり方」に係
る研修会の開催などの

地域学校協働活動推進員を市立小・中
学校（１４校）に各1名以上配置し、
学校と地域の連携を強化するととも
に、地域資源（人材）の掘り起こしを
行う。

各学校に地域学校協働活動推
進員を配置することで、学校
と地域の連携がより強化さ
れ、それに伴い本事業に関わ
る地域の方たちが増えること
で、子どもたちを地域ぐるみ
で支え、育てる環境作りを推
進する。

１名以上地域学校
協働活動推進員が
配置されている市
立小・中学校数。

10 校 14 10 2

本事業の内容周知や、地域の人材発掘がまだ手薄である
ことが目標達成に至らなかった点であると考えられる。
今後の取組として、市HPをさらに活用した情報発信
や、地推員の育成・協力体制を見直していく。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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